
キャラクター名 プレイヤー名

ポジション 享年

メインクラス 暗示

サブクラス 寵愛点

初期配置
記憶のカケラ 内容

最大行動値

能力値 クラス 修正 合計

武装

変異

改造

未練
対象 種類 狂気点 発狂時ペナルティ

①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤

マニューバ
タイプ 損傷 名前 使用 タイミング コスト 射程 効果

ジェレミー

コート

ステーシー

ステーシー

10

喪失

14

煉獄

11
EPS暴走

走馬灯

栄光

音楽

挫折

再起

あなたはある研究所にてEPSを獲得した……が暴走。人間の脳では処理しきれぬ情報が流れ込んでいく。一瞬の全能感。吹き荒れる力、周囲を破壊し、人を殺し、同時に脳が破裂させて、あなた自身を殺した

いくつものビジョンが走るように通り抜ける。早すぎてよくわからない。けれど一生分の記憶を一瞬で見ているという奇妙な自覚がある。そう、これはきっとあなたが死に際に見た走馬灯の記憶、全ての記憶に繋がる扉。

その日、俺達はステージの上にいた。 決して立派なステージではないけれど、会場は最高に盛り上がっていた。 俺は、なんだか自分が自分ではないくらい高揚した気分でギターを掻き鳴らしていた。 ステージの上の仲間と、自然に視線が合った。 俺達は忘れないだろう、この、今日という日のステージを

ギターを弾いていると、とても心が落ち着いた。物心付いた頃から、自分の中には音楽があった。歌って、踊って、弾いて。だから、中学に入ってすぐに軽音部に入るのはとても自然な流れだった。軽音部に入れば、ずっと音楽が出来ると思っていた。

軽音部に集まった4人は、俺の思っていた4人ではなかった。俺はその日も一人で楽器に向かっていた。部室には、自分以外誰もおらず、俺はいつまでも一人でギターを弾いていた。

「見ていられないな」 そう言って、久しぶりに、ふらりと銀がやってきた。 「来月の学園祭、登録してあるんだって？一人でどうする気だったのよ」と、軽口をたたきながら銀はベースを取り出した。正直、驚いた。 ベースは、ちゃんと手入れがしてあった。 使い込まれていると言ってもよかった。 どうして、と、思わず口をついて言葉が漏れた。銀はそれには答えず、こっちを見て笑った。 「さぁ、やろうぜ」 その日は、二人。時間が経つのも忘れてお互いの全てをぶつけ合った。
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パーツとして所持。破壊で狂気点+1
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対象が次に使う「アクション」のコストを-1する

損傷している基本パーツを1つ修復する

対象が受けたダメージを代わりに自身が受ける。1ターンに何度でも使用可

ダメージに付随する効果全て(切断や連撃、全体攻撃など)を打ち消す

このパーツが戦闘終了時に破壊されていなければ、自分以外の姉妹の損傷している基本パーツを合計3つを選んで損傷前の状態に戻してもよい

防御1+「爆発」無効化。

最大行動値+1

最大行動値+1

このパーツがバトルパート中に損傷した時、宣言することで最大行動値に+2してもよい。バトルパート終了までこの効果は続き、効果中はこのパーツを修復できない

最大行動値+2

最大行動値+1

肉弾攻撃1

肉弾攻撃1

支援1

移動1

同ターン内の次カウントで使うマニューバ1つのコスト-1（最低0）する。

(特になし)

(特になし)

妨害1

移動1

移動1

たからもの(アクセサリー)

対話判定において、判定出目+1してもよい
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